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月号 松井 知加 

まだまだ、暑さの残る毎日ですが、夜には虫の音色が少し秋を感じさせてくれます。 

 今年は、10年に一度の暑さと言われています。確かに暑いですが、その中でも子供たちも先生も色々な工

夫で乗り越えています。今年は、５年ぶりに「あけぼの祭り」を予定しています。当日打ち上げ花火も予定してい

ますので、みなさん、お天気になるようお祈りお願いいたします。 

 山本紹之介さんの「人間力」の中で見つけましたので紹介させて頂きます。（秋の夜長 おうちでやってみて

ください。） 

 『保育園で先生が読み聞かせをはじめると、それまで横見やおしゃべりをしていた子どもたちが急に目を輝か

せて、横見もせず、ものも言わず夢中になって聞き入っています。しかも保育園では、十人二十人の友達と一

緒に同時に共通体験をします。みんなが同じものを見て同じ声を聞きます。そうすると、みんなの気持ちが自分

に伝わります。自分の気持ちもみんなに伝わります。お互いに気持ちが響きあうのです。これは集団の持つ力で

す。また、お家では子どもを寝かしつけるときに、添い寝をしながら、また子どもの傍らに座りながら、絵本を読ん

でいただきたい。子どもは同じ話でも、繰り返して聞きたがるものです。お母（父）さんは、子どもの願いに応え

て何度も読んでいただきたい。子どもはお母（父）さんの声を聞きながら、見守ってもらっているという安らかな

気持ちで眠ってしまいます。これが良いのです。本や絵本はどれも美しい日本語で書かれています。そして語彙

が豊かにあります。語彙は色々な深い意味が含まれています。子どもは様々な感情を味わい、情操が豊かにな

ります。このような言葉に触れることによって、子どもの美しい日本語の力が養われます。読み聞かせは、子ども

が立ったり座ったりでも悪くはありませんが、寝る直前の横になっているときが一番良い。なぜかというと、眠りに

入る時に脳波がアルファ波という形になるからです。起きている時はベータ波という波の動きが大きく激しい形

となります。また、眠ってしまうとシータ波というほとんど波のない形になります。アルファ波はその中間のゆるやか

な形になります。この時に意識で思い、感じ、考えたことが潜在意識に染み込んでいくのです。この潜在意識の

力は、意識の何十倍の力を持っているので子供の学力を非常に強め高めるのです。 ということで、寝床で横

になっている子どもへの、母（父）親の生の言葉による読み聞かせがとても大切だという事です。』 

 まだまだ暑い日が続きますが、寝る前に部屋を涼しくしてから、読み聞かせをしてあげ、上手下手は関係なく、

安心するご両親の声でお子様を眠りに誘ってみてくださいね。 

 「あけぼの祭り」屋台も沢山出ますよ！NHK歌のお姉さんも来ますよ！お楽しみに。10月２６日、お天気にな

ります様に、祈っております。 
学校法人 楠公学園 副理事長 楠瀬 浩子 



 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
体育
アイランド

アイランド アイランド
和太鼓

アイランド
あけぼの教室

アイランド
ECC Cebu

サッカー

8 9 10 11 12 13 14
体育
アイランド

アイランド
書道
駄菓子屋

アイランド
和太鼓

アイランド
あけぼの教室
パソコン教室

アイランド
ECC Cebu

サッカー
プログラミング

15 16 17 18 19 20 21
敬老の日 アイランド

書道
アイランド
和太鼓

アイランド
あけぼの教室
パソコン教室

アイランド
ECC Cebu

サッカー

22 23 24 25 26 27 28
秋分の日 振替休日 アイランド

書道
アイランド
和太鼓
お誕生日会

アイランド
あけぼの教室
パソコン教室

アイランド
ECC Cebu

サッカー
プログラミング

29 30
体育


